
 

 

年
に
二
回
行
わ
れ
る
「
芥
川
賞
」

「
直
木
賞
」
の
発
表
は
、
毎
回

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
ま
す
ね
。
ど
ち
ら
も
文
学

作
品
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
が
、
小

説
家
だ
け
で
な
く
、
芸
能
人
の
受

賞
者
な
ど
も
出
る
こ
と
が
あ
り
、

注
目
さ
れ
ま
す
。 

 

過
去
、
芥
川
賞
は
、
お
笑
い
コ
ン

ビ
「
ピ
ー
ス
」
の
又
吉
直
樹
さ
ん
、

元
東
京
都
知
事
の
石
原
慎
太
郎
さ

ん
、「
直
木
賞
」
は
元
東
京
都
知
事

の
青
島
幸
夫
さ
ん
が
受
賞
し
て
お

り
、
作
品
を
読
ん
だ
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
作
品
は
ド
ラ

マ
や
映
画
と
し
て
実
写
化
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
原
作
の
人
気
が

い
っ
そ
う
高
ま
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
「
芥
川
賞
と
直
木
賞
、
違
い

が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
も
少

な
く
な
い
よ
う
で
す
。
今
回
は
そ

の
違
い
な
ど
、
各
々
の
詳
細
を
紹

介
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

芥
川
賞
は
正
式
名
称
「
芥
川
龍

之
介
賞
」で
す
。
大
正
時
代
を
代
表

す
る
小
説
家
の
一
人
、
芥
川
龍
之

介
の
業
績
を
記
念
し
て
、
友
人
で

あ
っ
た
菊
池
寛
が
一
九
三
五
年
に

創
設
し
ま
し
た
。「
純
文
学
」
の
作

品
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
新
人

作
家
に
よ
る
発
表
済
み
の
短
編
・

中
編
作
品
が
対
象
と
な
り
、
選
考

委
員
の
合
議
に
よ
っ
て
受
賞
作
が

決
定
さ
れ
ま
す
。 

 

直
木
賞
は
正
式
名
称
「
直
木
三

十
五
賞
」で
す
。
小
説
家
で
あ
り
脚

本
家
・
映
画
監
督
と
し
て
も
活
躍

し
た
直
木
三
十
五
の
業
績
を
記
念

し
て
、
菊
池
寛
が
「
芥
川
賞
」
と
同

時
に
創
設
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は

「
大
衆
文
学
」
の
中
編
・
長
編
を
対

象
と
す
る
も
の
で
、
当
初
は
芥
川

賞
同
様
、
新
人
作
家
に
与
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
中
堅
作

家
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ベ
テ
ラ

ン
作
家
に
も
贈
ら
れ
ま
す
。 

 

選
考
会
は
、
同
じ
日
に
料
亭
・
新

喜
楽
に
お
い
て
、
芥
川
賞
は
一
階
・

直
木
賞
は
二
階
で
行
わ
れ
ま
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
に
は
、
正

賞
と
し
て
懐
中
時
計
、
副
賞
と
し

て
百
万
円
が
授
与
さ
れ
、
受
賞
作

は
芥
川
賞
は
『
文
藝
春
秋
』
に
、
直

木
賞
は
『
オ
ー
ル
讀
物
』
に
掲
載
さ

れ
ま
す
。 

 

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
違
い
は
、 

①
純
文
学
か
、
大
衆
文
学
か 

②
新
人
か
、
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
か 

③
短
編
・
中
編
か
、
長
編
も
含
む
か 

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

 

特
に
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
純

文
学
か
大
衆
文
学
か
」
と
い
う
点

で
し
ょ
う
。「
純
文
学
」
は
、
芸
術

性
や
形
式
に
つ
い
て
重
き
を
お
い

た
小
説
の
総
称
。
一
つ
の
テ
ー
マ

に
基
づ
い
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多

い
と
言
わ
れ
ま
す
。「
大
衆
文
学
」

は
、
純
文
学
と
比
べ
て
、
娯
楽
性
や

商
業
性
を
重
ん
じ
る
小
説
の
総

称
。
ス
ト
ー
リ
ー
や
話
の
展
開
を

意
識
し
て
書
か
れ
ま
す
。 

 

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
芥
川

賞
・
直
木
賞
に
は
大
き
な
影
響
力

が
あ
り
、
受
賞
者
の
知
名
度
が
飛

躍
的
に
上
が
る
こ
と
は
確
か
で

す
。
今
年
七
月
に
発
表
さ
れ
た
第

一
五
九
回
・
芥
川
賞
は
高
橋
弘
希

さ
ん
の
「
送
り
火
」、
同
・
直
木
賞

に
は
島
本
理
生
さ
ん
の
「
フ
ァ
ー

ス
ト
ラ
ヴ
」
で
し
た
。第
一
六
〇
回

の
発
表
は
十
一
月
で
す
。
ど
ん
な

作
品
が
受
賞
す
る
の
か
、
あ
ら
た

め
て
注
目
し
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。 

 

５回目のビンゴ発表！ 

さすがに４回発表すると「ビンゴ」が多数でます。

残りは少ないです。 

ビンゴになったら、早くご連絡を！！ 

？の数字はこの新聞の中に！さがしてみてね！ 

 
「
空
の
日
」
は
、
国
（
現
在
の

国
土
交
通
省
）
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
た
記
念
日
で
す
。 

 

国
土
交
通
省
航
空
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
次
の
と
お
り
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【「
空
の
日
」
の
起
源
は
、
昭
和

十
五
年
に
制
定
さ
れ
た
「
航
空

日
」
が
始
ま
り
で
す
。
こ
の
年
の

「
航
空
日
」
は
九
月
二
十
八
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
一

六
年
の
航
空
関
係
省
庁
間
協
議

に
お
い
て
九
月
二
十
日
と
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
第
二
次
大
戦
終

戦
に
伴
う
一
時
休
止
も
あ
り
ま

し
た
が
、
昭
和
二
十
八
年
に
再

開
さ
れ
、
民
間
航
空
再
開

四
十
周
年
に
あ
た
っ
た

平
成
四
年
に
、
国
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
親

し
み
や
す
い
ネ
ー
ミ

ン
グ
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
の
「
航
空

日
」
か
ら
「
空
の
日
」

へ
改
称
す
る
と
と
も
に
「
空
の

旬
間
」
（
九
月
二
十
日
～
三
十

日
）
が
設
け
ら
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。】 

 

「
空
の
旬
間
」
に
は
、
全
国
の

空
港
な
ど
の
う
ち
１
ヵ
所
が
ス

カ
イ
フ
ェ
ス
タ
会
場
と
な
り
、

大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
す
。
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
く
に
ま
る
く
ん
」
も
登

場
す
る
そ
う
で
す
。
他
に
も
、
航

空
局
・
航
空
会
社
・
空
港
管
理
会

社
な
ど
が
各
地
の
空
港
・
レ
ー

ダ
ー
事
務
所
に
お
い
て
、
管
制

塔
な
ど
の
空
港
施
設
見
学
、
航

空
教
室
と
い
っ
た
催
し
を
開
い

て
い
ま
す 

 

 
 ７月の上旬から暑さ！「暑さ」は「熱

さ」の方が合う感じでしたね！ 

今季は夜になっても気温が下がらず、毎年

数日程度使うが、使用年数が経っている

（15年以上）窓エアコンに涼しさを求めま

したが、この熱さにはさすがに能力不足で

全然冷えない！と思ったら故障しました。

急遽、壁掛けエアコンを設置！涼しい!! 

もっと早く付ければよかった。 

 でも、仕事をしている時のこの「熱さ」

妙に好きなんですけど・・・。 

  記録的に暑さ!! 


